
Belén Maya
彼女の名前はベレン・マジャ。今、この時代で輝きを放って
いるバイラオーラ（フラメンコの踊り手）の中でも世界的に
活躍する有名人の1人である。そして長い間いわゆる『ニュ
ーフラメンコ』と言われるものの先駆者であり続け、それ故
にこの屈指の実力を持つ女性は世界中のバイラオーラ達
を惹きつけてやまない。
文• Carmen Álvarez　翻訳• 井原亜紀
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写真上： Belén Maya ©Luis Castilla  
左下： Emilio Maya  右下： Carmen Álvarez
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＊東京、恵比寿駅で私はエミリオ・マジャと
2人で彼女を待った。

ニューフラメンコの先駆者であり世界的な舞
踊家であるベレン•マジャ。一方でエミリオもま
た偉大な人物であり、一流のフラメンコアーテ
ィストである。もう3年も東京に住んでいるのだ
が、それは彼の言葉によれば『地上の楽園に
いる』のだそうだ。ベレンに会ってすぐにこのこ
とを聞いてみたが、彼女もまた、『私も帰りたく
ないわ。だって日本が大好きだし、その思いは
来るたびに強くなるのよ』とのことだ。

私達は夕食を共にして親しく語り合った。私の
名前はカルメン・アルバレス。現在日本に住ん
でいる。私は幸せなことにセビージャとグラナ
ダでベレン・マジャのフラメンコクラスを受けた
経験があり、そしてこのことは私のフラメンコ舞
踊の考え方に影響を及ぼしている。初めて彼
女が踊るのを見たのは、カルロス・サウナ監督
によるフラメンコ映画の中だった。彼女は緑の
ドレスを身に纏い、フラメンコ独特のブレリー
アス（3拍子の快活な曲種）のリズムに合わせ

て自由に舞っていた。ジプシー的な要素が混
ざる曲の中、彼女の身体は自由に躍動し、さら
には魂が身体から抜け出て空中を舞っている
ようだった。これを見た時、私も踊りたい、と思
ったのだ。

エミリオとベレンはマジャという同じ苗字だ。
ベレンの父親はマリオ・マジャと言い、グラナ
ダのバイラオールだ。エミリオの家族もグラナ
ダの沿岸地域の出身だから、彼等のひいおじ
いさんくらいが親戚だったのではないだろう
か。2人が一緒にいるとどこか似ているような
気がする。マジャとは、秀でたアーティストであ
り、一流の人物の苗字なのだ。

さて、レストランではエミリオが日本に来た経
緯を話し始めている。

エミリオ：　ベレンのお父さんのマリオ・マジャ
が僕にフラメンコギタリストである蒲谷照雄さ
んを紹介してくれて、2人でグラナダのサクロモ
ンテの洞窟タブラオ（フラメンコを上演する酒
場）に行ったとき、照雄さんがこう言ったんだ。

『エミリオ、私と一緒に日本で働かないかい？』
ってね。実は、数日前、僕は日本でギターを弾け
たらいいなと思っていたから、こんな願ってもい
ない機会を逃すはずがなかった。初めの頃は日
本とスペインを行ったり来たりしていたけれど、
結局はここに落ち着いた。今ではもう、スペイン
に戻りたくはないな。

カルメン：　ベレン、あなたのお母さん、カルメ
ン・モラのことを聞かせてくれる？もちろん、多
くのフラメンコ関係者はあなたのお父さん、マ
リオ・マジャのことは知っているけれど、お母さ
んもまた、偉大なバイラオーラだったわね。私
はテレビで彼女の踊りを見て、あなたは間違
いなく彼女の娘だって思ったの。

ベレン：　残念ながら、母は私が14歳の時に
亡くなったの。一度も母にフラメンコを習ったこ
とはなかったし、母らしいことさえもしてもらえ
なかった。両親は私が5歳の時に離婚して、母
はマドリッドのタブラオ、チニータスで踊ってい
たし、海外ツアーに出ることもあったから、殆ど
家にいることはなかったわ。私のそばには素敵

な女性がいて、幸せなことに彼女が母親のよう
に私を育ててくれたの。子供の頃は家に両親
はいなかったし、フラメンコの音楽を聴くことす
らなかった。18歳の誕生日を迎えた時、自分
の意志でフラメンコを習い始めたの。それは必
死で練習したわ。だって18歳にしてゼロから初
めたから、まるで外国人がフラメンコを習うよう
なものだったの。その頃はマドリッドに住んで
いたけれど、19歳になるとタブラオ、『ロス・ガジ
ョス』で踊ろうとセビージャに移り住んだわ。も
しバイラオーラとしてやっていくのなら、自分自
身で学び、人生を切り開いて行く以外に道は
ないと感じていたの。ちょうど父がセビージャ
でアンダルシア・ダンスカンパニーを立ち上げ
ていて、私はそこに一団員として参加したの。
私の中にはいつも既存のものに抗う自分がい
て、私には私だけの踊り方があると知ってい
た。それが運命にせよ、なんにせよ、独学で自
分だけのフラメンコを見つけなければと分かっ
ていたから、スタジオに籠もってひたすら自分
自身に向き合ったわ。そんな私に唯一、師と呼
べる人がいるとすれば、それはトナね。彼女は
ステップの基礎的技術からドレスの裾の扱い

まで、沢山のフラメンコの踊りに関することを
教えてくれたわ。そして、20歳の時、彼女が『私
と一緒に日本に来なさい』と、初めて日本に連
れて来てくれたの。

＊ベレンの母親の話題に触れるのはとてもデ
リケートなことだと思ったけれど、もう少し詳し
く知りたくて、『お母さんのことで覚えているこ
とをもう少しだけ、話してくれない？』と再び聞
いてみた。ベレンはしばらくだまって考え込ん
でいたが、やがてそっと目を閉じると涙がその
頬を伝った。

ベレン：　一番覚えているのは、母がタブラオ
に出かける時、おやすみなさいを言いに行った
時のキス、その時の母の美しさ、そして香水の
香り。母は最高にエレガントで、美しい女性だ
った。彼女は夜のショーに出演するために出か
け、私は朝早くから学校があるから寝なければ
ならなかった。だから日中に会うことも殆どなく
て、私達は本当に少しの間しか一緒にいられ
なかった。でも、時折タブラオに母の踊りを見
に行ったし、あと、そう、ロサンゼルスに1年間、

一緒に行ったこともあったわ。母の楽屋に行っ
てドレスを見たり、他の女性ダンサー達に会っ
たりする時、すべてが別世界に思えた。女性達
はとてもエネルギッシュで、母も家にいる時の
母とアーティストの母とでは別人に見えたわ。

エミリオ:　僕の場合、フラメンコギターの師と
言えば後にも先にもただ1人、パコ・デ・ルシア
だな。初めて彼のギターを聞いた時、その音が
心に響いたね。僕は6歳の時からおじいさんの
横で小さな椅子に座り、彼が弾くギターの真
似をしていた。おじいさんが最初に僕に弦の調
律を教えてくれたし、人生最初のギターを買っ
てくれた。その時から一度も、そのギターを手
放したことはないよ。

カルメン：　ところで、ステージに上がるたびに
最高の評価を受けている2人に聞きたいのだ
けれど、フラメンコには、『ドゥエンデ』と言われ
る、魔法というか、何か不思議な現象があると
言われるけれど、おそらく2人はかなりの確率
でそれを感じているのではと思うけど、どう？

「私の中にはいつも既存のものに抗う自分がいて、私には私だけの踊り方があると
知っていた。それが運命にせよ、なんにせよ、独学で自分だけのフラメンコを見つけな
ければと分かっていたから、スタジオに籠もってひたすら自分自身に向き合ったわ。」

Belén Maya

2015年2月某日　東京にて　ベレン・マジャ、エミリオ・マジャと
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写真上： Belén Maya 
「Ensayo Flamenco 
（Carmen Linares）/ 2013年
フランス公演」 PriscaB®
下： Belén Maya 「Tr3s / 
2011年フランス公演」 ©Jean 
Louis Duzert 6



「"ドゥエンデ"は特別なもので、いつもじゃない。もし今やっていることを心の底
から楽しんでいたら、"ドゥエンデ"と言われる魔法が現れる瞬間があるんだ。すご
く良い気持ちになって、自分の中から思ってもいなかったものがあふれ出てくる。
それこそが"ドゥエンデ"さ。」 Emilio Maya

＊しばし、2人は黙り込んだ。お互いに見つめ
あい、そして微笑みがこぼれた。まず、エミリオ
が口を開いた。

エミリオ：　そうだね。僕もそういう瞬間を感じ
たことはあるよ。でも、それはめったにないな。
僕には、ベレンがその『ドゥエンデ』そのものじ
ゃないかと思うのだけど？

ベレン：　フラメンコ歌手のマイテ・マルティン
は『ドゥエンデ』は漫画やテレビに出てくる小人
だって、言っているわ。それが本当かどうかわ
からないけど、私にとっては、基本的な毎日の
作業で、自分が信じるものやなりたいもの、そし
て到達したい場所を目指して積み重ねていく 
こと、それが『ドゥエンデ』ではないかと思うの。
私にみんなの言う『ドゥエンデ』は一度も現れ
たことはないわ。

エミリオ：　『ドゥエンデ』は特別なもので、いつ
もじゃない。もし今やっていることを心の底か
ら楽しんでいたら、『ドゥエンデ』と言われる魔
法が現れる瞬間があるんだ。すごく良い気持ち

になって、自分の中から思ってもいなかったも
のがあふれ出てくる。それこそが『ドゥエンデ』
さ。それは本当に思いがけなく現れるんだ。だ
からこそ、とても稀なものなのさ。

カルメン：　では、フラメンコを職業にすること
についてどう思う？

エミリオ：　フラメンコを職業にするなら、常に
沢山のフラメンコ音楽を聴き、学ぶことが必要
だと思うね。

ベレン：　フラメンコは簡単ではないわ。踊り
の技術はとても難しいの。歌とギターの音を聴
きフラメンコ独特のリズムを刻むこと、それはと
ても複雑な作業よ。だから、フラメンコを職業
にするのは決して簡単なことではないわ。もち
ろん、フラメンコを学ぶことはできるけれど、そ
れはプロになるということとは別だと思うの。フ
ラメンコのプロフェッショナルはいつだって練
習し、音楽を聴き、そしてスペインに何度も足
を運ぶことが必要だと思う。これは日本のフラ
メンコのプロにとって、とても重要なことよ。

カルメン：　真のフラメンコを理解するにはス
ペインに行かなければならないということ？

エミリオ：　それが基本だね。

ベレン：　　そう、もちろんだわ。そこに行って、
聴いて、そして住まなければだめよ。私がフラメ
ンコを始めた時はマドリッドにいたけれど、翌
年にはすでにセビージャに住んでいたわ。しば
らくはセビージャとマドリッドを行き来していた
けれど、いまやセビージャに住んでいる。さらに
言えば、グラナダのフラメンコはセビージャの
それと同じじゃない。完全に別物なの。また、ア
ンダルシアのそれぞれの地方のフラメンコもみ
な違うし、ましてやバルセロナとマドリッドの違
いなんて、言うまでもないわ。

カルメン：　フラメンコを理解したいと思う人
はまず、どこに行くべき？

ベレン：　もちろん、セビージャのビエナル（フ
ラメンコフェスティバル）とへレスのフェスティ
バルね。この2つのフェスティバルはスペイン中

から集まった有名アーティストや新人も参加
する、最新のフラメンコショーが見られるし、フ
ラメンコの新旧の型が見られるわ。最近では
日本のグループもスペインの大きなフェスティ
バルに参加しているわよね。それから、歌を聴
く為にペーニャ（愛好家クラブ）や、田舎の小
さなフェスティバルに行くべきね。生のフラメン
コの歌を聴くのは大切よ。それから、タブラオ。
真に素晴らしいバイラオーラになりたいなら、
歌を聴く術を知らなくては。だから、とにかくで
きるだけ沢山のタブラオに行く。そして、人 と々
共に過ごすこと。ペーニャや、街角、それからス
ペイン人の家でね。フラメンコの中で暮らすの。

エミリオ：　フラメンコは独特で、ミステリアス
なんだ。だから、フラメンコの拍子や技術を学
び、上手に弾いたり踊ったりできたとしても、本
場のフラメンコに触れなければ本当のフラメン
コを体現することはできないよ。それにはスタ
ジオを飛び出して、スペインに住まなければだ
めさ。

カルメン：　2人はどんなフラメンコが好き？

ベレン：　私はシギリージャ（神秘的で苦しみ
の曲種）。上手く踊れてより感情が出せると思
うの。あとは、タンゴ（2拍子系の軽快な曲種）
を踊るのが好き。この2つは全く対極にある曲
だけれどね。

エミリオ：　シギリージャは母なる踊りだよね。
ソレア（フラメンコの最も古い形の曲種）と共
に、フラメンコの真髄とでも言うか…ある歌詞
にあるよね、―シギリージャを歌うと、喉に血
が滲む―　この踊りには心の奥底からの叫び
が織り込まれているよね。より深い人の悲しみ
とか…。

カルメン：　では、この数年のフラメンコに関し
てはどう思う？

ベレン：　カルメン、それは沢山の人に聞かれ
るけど、特にフラメンコは純粋さを失って、衰え
てきているのではないかと言われる。でも、はっ
きり言えるけれどフラメンコは観客を魅了し続
けているし、世界中でフラメンコの教室が開か
れ、新しい生徒も増えているわ。決して衰退な

んかしてないと思うし、神様のご加護で常に仕
事をする機会にも恵まれている。それに、いまや
フラメンコは昔には考えられなかったくらい沢
山の地域で知られ、門戸が開かれている。これ
にはイスラエル・ガルバンやロシオ・モリーナと
言ったアーティストに感謝しなくちゃね。

エミリオ：　そしてもう1人、ベレン・マジャ、ね。

＊これについては私もエミリオと全く同感であ
る。ベレンこそがその代表であろう。スペインの
長い独裁政権の後、民衆が焦がれた自由を歌
や踊りで表現したその2人の偉大なフラメンコ
革命者の娘がベレンなのだ。そんなすごい人
がいるだろうか？でもベレンは極度に控えめで
慎み深い女性で、それを語ることはない。

エミリオ：　フラメンコは今、最もいい時期を迎
えていると思うよ。ベレンが言ったように、世界
中でフラメンコ・フェスティバルが催され、各地
でフラメンコ教室が開催されている。そこでは
名の知れた革新的なアーテイスト達がさらに
他のアーティスト達を刺激している。そして何よ
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Belén Maya 「Lo Real - Le Réel - The Real（Israel Galván）」 
©Javier del Real, 協力：ANegro Producciones  
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Emilio Maya
8歳の時よりギターを学び、12歳でグラナダ県のランハロンのギターコンクールで最優秀賞を受賞。
その後、アンダルシア地方の各地ペーニャ・フラメンカ等で活躍し始める。また音楽コラボレーション
として、オルケスタ・アンダルーサに参加し演奏家としての才能を発揮、その後待望のファーストアルバ
ムCD「テンプレ」もリリース。彼自身が率いるグループ「グルーポ・マヤ」はヨーロッパ各地で活躍し人
気を博している。近年ではメキシコ、ベルギー、パリで公演を行い、2009年より定期的に日本にも来
日。2011年より日本に在住。恵比寿にあるフラメンコライブレストラン「サラ・アンダルーサ」のライブに
定期的に出演しながら、フラメンコギターの教授活動も精力的に行っている。

Belén Maya
まさしくニューフラメンコの先駆者であり、スペイン中のフラメンコ界とダンスアーティスト達の中で、最
も世界的な舞踊家の1人である。世界各地のフラメンコ・フェスティバルに参加し、教室ではスペイン内
外のプロダンサー達にその技術を伝えている。マリオ・マジャ、カルメン・モラという2人の偉大なフラメ
ンコ舞踊家の娘として生まれた彼女は、ソリストとして、また他のダンサーとのコラボレーションとして
自らのショーに出演し、革新的なダンサーを育ててきた。現在もスペインフラメンコ舞踊家の第一人者
であり続け、自身のダンスカンパニーと、また他の有名な舞踊団と共に世界各国を巡っている。（現在
はフラメンコダンサー、イスラエル・ガルバンのカンパニーと共演している。）　写真： ©Jean Louis Duzert

Carmen Álvarez
１４歳の時にマラガ音楽学院に入学、ダンスを学ぶ。卒業後、マドリッドのダンスカンパニーの一端を
担うようになり、自身最初の南米ツアーでは『カルメン』に出演。その後、コンテンポラリー・ダンスを勉
強。イギリス、フランス、スイス、ドイツでフラメンコの指導にあたる。現在では日本でフラメンコのダン
スと歌を指導。また、グラナダのcueva（洞窟の意。フラメンコショーを上演するレストランや酒場があ
る。）の一角に自身のダンススタジオ『Cueva de la Luz：クエバ デ ラ ルス』を所有している。
URL : www.carmenflamenco.com

り、僕が来てから今までの日本ではダンスのレ
ベルがものすごくあがっているんだ。

ベレン：　ええ、その通りね。日本にはスペイン
に次ぐレベルの高いアーティストがいる。日本
のバイラオーラは完璧な技術を持っていると
思うわ。

エミリオ：　そう、そうなんだよ。最近は東京の
高い技術を持ったバイラオーラ達をスペイン
に連れて行って、そしてフェスティバルに参加
し、彼女達と公演をすると、高い評価を得られ
る。踊りにおいては日本のフラメンコがスペイ
ンの次にくるのは明らかだよ。

カルメン：　それなのに、日本のバイラオーラ達
は公に認められた資格とか、免状を持つ完璧
なプロのバイラオーラ、としては認められていな
いのよね。

ベレン：　ここでは認められているわ。とりわけ
生徒達からはとても尊敬され、愛されている。
彼女達は日本では優れたバイラオーラである
し、そして、スペインの経験豊富なギャラの高
いアーティストを招くのにお金をかけ、時間も
かけてフラメンコに向き合っている。スペイン
では、例えばコルドバのフェスティバルみたい
に賞を与えられたりもしているわ。彼女達はス
ペインでも愛されているし、敬意を持って受け
入れられているのよ。ただ、それでもなお、スペ
イン人のバイラオーラが表現するような熱さ
や、ほとばしる情熱を出すのは外国のバイラオ
ーラには大変。すごく難しいの。それはスペイ

ンに生まれ、その環境で育ったバイラオーラと
は違うのですもの、無理もないわ。彼女達は技
術的には完璧だし、すごく熱心よね。でも自然
にその情熱が身体から湧き出るようになるの
は難しいことだと思う。とはいえ、フラメンコの
衣裳、特にバタ・デ・コラ（フラメンコの裾の長
い衣裳）を身に着け、スペイン人バイラオーラ
のように踊る努力を日々続けている日本人バイ
ラオーラは間違いなく素晴らしいと言えるわ。

カルメン：　ベレン、あなたの場合、偉大なフラ
メンコのスターを両親に持ったわけだけど、フ
ラメンコを始めた時はどうだった？人々にすぐ
に受け入れてもらえた？尊敬や、期待されてい
ると感じた？

ベレン：　いや、反対ね。セビージャの評論家
たちは私に親の教室を継いで欲しかったの
よ。だから、『もし、父上が今の君を見たらなん
と言うか？』なんて言いだす人までいたわ。

エミリオ：　それはお父さんのことを知らない
人が言う言葉だね。だってお父さんは君のこと
を、新しい感性を持った別次元のフラメンコを
体現できるアーティストだと、すごく誇りに思っ
ている、と常々言っていたからね。これは絶対
に間違いないよ。僕は何度も君のお父さんに
インタビューをしたことがあるけれど、君のこと
を聞くたびに、お父さんはすごく嬉しそうにどん
なに君のことを誇りに思っているかを聞かせて
くれたんだ。彼はいつもこう言っていたよ。『私
のベレンはこれ以上褒めようがないぐらい、最
高なんだ』ってね。

ベレン：　そうなの？あの頃、みんなが私には出
来ないことを求めてきて、私はいつも傷ついて実
際どうでもよくなることもあったから、そんな話を
聞くと嬉しい…父はそんなこと一言も私には言
ってくれなかったもの…もう、パパったら…。

カルメン：　最後に、この日本という全く違う国
に来てみて、2人はどう感じてる？

ベレン：　日本では私はとっても幸せで、おだ
やかな気持ちになれるわ。満たされた気持ち
にね。ここの人 と々その暮らし方が好きだし、で
きる限りこの国に通いたいと思うわ。また日本
に戻ってくることは確かだし、そして次は何か
を創りたいと思う。ここでは芸術的な分野で私
ができることが沢山あると思うの。

エミリオ：本当に、ここにはやることがまだ沢山
あるよね。

カルメン：　2人の意見に賛成よ。今夜は素敵
なひと時を、そしてスペイン情報誌acueducto
の読者の為に沢山の話をしてくれてありがとう。

ベレン：　こちらこそ、心から愛する『フラメン
コ』のことを話す機会に恵まれて、とても感謝し
ているわ。

楽しい夕食は終わった。私とエミリオは、ほどな
く彼女と再会できることを切に願いつつ、ベレ
ンと別れたのであった。

Carmen Álvarez

都内某レストランにて

especial
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